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● 特定生産緑地の指定を受けた場合
（現在相続税納税猶予制度の適用を受けている農地は① →を、

 受けていない農地は② →をご覧下さい）

（現在相続税納税猶予制度の適用を受けている農地は③→を、

 受けていない農地は④ →をご覧下さい）

● 特定生産緑地の指定を受けなかった場合

所有者等の

意向確認

所有者等の

意向確認
固定資産税等は農地課税

固定資産税等は農地課税

いつでも買取申出可能 ※

固定資産税等は宅地並み課税
（5 年間の激変緩和措置あり）

指定後30年

指定後30年

指定後40年

①適用を受けている農地

②適用を受けていない農地

③適用を受けている農地

④適用を受けていない農地

買取申出も可能

相続発生

相続発生

猶予継続

猶予継続

納税猶予の
再適用も可

納税猶予の
新規適用が可

納税猶予の
再適用は不可

納税猶予の
新規適用が不可

相
続
税
納
税
猶
予
制
度

相
続
税
納
税
猶
予
制
度

生
産
緑
地
の
指
定
（
都
市
計
画
決
定
）

３０
年
経
過
前
に
特
定
生
産
緑
地
の
指
定

生
産
緑
地
の
指
定
（
都
市
計
画
決
定
）

３０
年
経
過
前
に
特
定
生
産
緑
地
の
指
定

４０
年
経
過
前
に
特
定
生
産
緑
地
の
指
定

相続発生

相続発生

平成30年６月から区内５地区で開催した「特定生産緑地制度説明会」において

農家の皆さまからいただいた質問と回答です（次のページをご覧ください）

特定生産緑地制度が始まりました！！
　平成２９年の生産緑地法の一部改正により、特定生産緑地制度が創設され、

平成３０年４月１日に施行されました。

　この制度は、指定から３０年を迎える生産緑地を対象としており、３０年経

過前に特定生産緑地の指定を受けると、税制上の取扱いについては引き続き固

定資産税等が農地課税となるとともに、相続税納税猶予制度の対象となります。

しかし、これまでの行為制限（農地適正管理義務と建築制限）は１０年間延長
されます。

　なお、特定生産緑地制度の指定受付は、準備が整い次第農業委員会だより等

でご案内いたします。ご不明な点や質問等がございましたら、農業委員会まで

お問い合わせください。

※

特
定
生
産
緑
地
の
指
定
を
受
け
な
く
て

　

も
、
買
取
り
申
出
後
３
カ
月
経
過
す
る

　

ま
で
は
行
為
制
限
は
継
続
さ
れ
ま
す
。
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Ｑ
１　

特
定
生
産
緑
地
の
指
定
は
、
手
続
き
や
申

請
書
類
等
が
な
く
、
生
産
緑
地
を
所
有
し
て
い
れ

ば
、
自
動
的
に
特
定
生
産
緑
地
に
指
定
さ
れ
る
の

か
。

Ａ
１　

自
動
的
に
指
定
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
農
家
の

皆
さ
ま
自
ら
が
、
申
請
書
類
を
提
出
す
る
等
の
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
２　

特
定
生
産
緑
地
の
指
定
手
続
き
は
、
具
体

的
に
い
つ
頃
開
始
さ
れ
る
の
か
。

Ａ
２　

２
０
１
９
年
（
平
成
31
年
度
）
か
ら
指
定

手
続
き
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
現
在
東
京

都
及
び
国
土
交
通
省
に
確
認
中
で
す
。
詳
細
が
決

ま
り
次
第
、
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
３　

特
定
生
産
緑
地
の
指
定
手
続
き
に
関
す
る

通
知
や
申
請
書
類
等
は
、
具
体
的
に
い
つ
頃
送
ら

れ
て
く
る
の
か
。

Ａ
３　

通
知
日
や
申
請
書
類
等
は
、
現
在
東
京
都

と
国
土
交
通
省
に
確
認
中
で
す
。
指
定
か
ら
30
年

経
過
す
る
日
よ
り
も
前
に
、
通
知
を
お
送
り
す
る

予
定
で
す
。
（
平
成
４
年
に
指
定
さ
れ
た
方
へ
の

通
知
は
、
２
０
１
９
年
（
平
成
31
年
度
中
）
に
お

送
り
す
る
予
定
で
す
。)

Ｑ
４　

指
定
手
続
き
に
必
要
な
申
請
書
類
は
、
現

時
点
で
ど
う
い
っ
た
も
の
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

Ａ
４　

申
請
書
類
に
つ
い
て
は
、
現
在
東
京
都
及

び
国
土
交
通
省
に
確
認
中
で
す
。
申
請
書
類
に
加

え
て
、
予
定
さ
れ
て
い
る
添
付
書
類
と
し
て
は
、

①
土
地
の
登
記
簿
謄
本
、
②
案
内
図
、
③
公
図
、

④
実
測
図
・
地
積
測
量
図
、
⑤
印
鑑
証
明
書
、
⑥

農
地
等
利
害
関
係
人
の
同
意
書
、
等
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
５　

特
定
生
産
緑
地
に
指
定
す
る
際
、
農
地
等

利
害
関
係
人
の
同
意
が
必
要
だ
と
聞
い
て
い
る
が
、

農
地
等
利
害
関
係
人
と
は
、
所
有
者
だ
け
で
な
く
、

そ
の
配
偶
者
や
兄
弟
等
、
相
続
人
も
含
ま
れ
る
の
か
。

Ａ
５　

相
続
人
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
農
地
等
利
害

関
係
人
と
は
、
土
地
所
有
者
（
共
有
者
を
含
む
）

の
ほ
か
、
土
地
に
関
す
る
権
利
を
有
す
る
全
て
の

方
を
指
し
ま
す
。

Ｑ
６　

生
産
緑
地
で
相
続
税
納
税
猶
予
を
受
け
て

い
ま
す
。
農
地
等
利
害
関
係
人
の
同
意
を
得
る
必

要
が
あ
る
と
聞
く
が
、
財
務
省
の
抵
当
権
も
自
ら

税
務
署
に
確
認
し
、
同
意
を
得
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
か
。

Ａ
６　

申
請
書
類
一
式
を
区
に
ご
提
出
い
た
だ
い

た
後
、
区
が
一
括
し
て
同
意
を
取
得
す
る
予
定
で

す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
７　

特
定
生
産
緑
地
に
指
定
す
る
際
に
、
部
分

指
定
、
部
分
解
除
は
可
能
か
。

Ａ
７　

部
分
指
定
や
解
除
は
可
能
で
す
。

Ｑ
８　

更
新
手
続
き
は
、
何
年
毎
か
。

Ａ
８　

10
年
毎
で
す
。

Ｑ
９　

特
定
生
産
緑
地
に
指
定
し
て
か
ら
10
年
経

過
し
た
場
合
、
そ
の
後
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ
９　

特
定
生
産
緑
地
の
指
定
か
ら
10
年
経
過
し

た
場
合
は
、
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
か
ら
外
れ
、

固
定
資
産
税
等
が
段
階
的
に
宅
地
並
み
課
税
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。
た
だ
し
、
10
年
経
過

す
る
前
に
、
再
度
特
定
生
産
緑
地
指
定
の
申
請
を

す
れ
ば
、
10
年
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
10　

問
い
合
せ
先
は

ど
こ
か
。

Ａ
10　

農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
電
話
：
３
８
８
０

　
　
　
　

‐

５
８
６
６
）

●
指
定
の
受
付
、
手
続
き
等
に
つ
い
て
●

●
指
定
に
必
要
な
書
類
等
に
つ
い
て
●

●
指
定
の
仕
方
、
そ
の
後
に
つ
い
て
●

説
明
会
で
の
質
問
・
回
答
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農
業
委
員
会
で
は
、
か
つ
て
区
内
で
生
産
さ
れ

て
い
た
江
戸
東
京
野
菜
「
千
住
ネ
ギ
」
の
栽
培
授

業
を
区
内
小
学
校
の
児
童
と
と
も
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
４
年
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
昨
年
度
ま
で

の
３
小
学
校
（
千
寿
双
葉
小
、
栗
原
北
小
、
平
野

小
学
校
）
に
西
伊
興
小
学
校
が
加
わ
り
、
計
４
校

で
栽
培
授
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
ネ
ギ
の
種
は
、
一

般
に
市
販
さ
れ
て
い
る
「
Ｆ
１
種
」
と
い
う
一
代

限
り
の
も
の
と
異
な
り
、
何
代
に
も
渡
っ
て
種
を

採
り
、
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
固
定
種
」
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
年
に
ネ
ギ
を
栽
培
し
た

学
年
は
、
ネ
ギ
坊
主
か
ら
種
を
採
り
、
次
の
学
年

に
種
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。
授
業
を
通
じ
、
生
命
を

繋
い
で
い
く
「
命
の
リ
レ
ー
」
の
大
切
さ
や
、
足
立

の
農
業
の
歴
史
、
食
の
大
切
さ
を
体
験
で
き
ま
す
。

　

７
月
上
旬
に
各
学
校
で
は
、「
種
の
伝
達
式
」
と

そ
の
種
を
使
っ
た
種
ま
き
が
実
施
さ
れ
、
農
業
委

員
も
参
加
し
ま
し
た
。
「
種
の
伝
達
式
」
で
は
、

昨
年
栽
培
し
た
学
年
か
ら
収
穫
し
た
種
と
と
も
に

下
級
生
へ
向
け
た
こ
と
ば
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
私
た
ち
が
１
年
間
育
て
た
種
を
、
し
っ
か
り
次

の
学
年
へ
引
き
継
い
で
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
、

種
を
引
き
継
い
だ
下
級
生
は
「
頑
張
っ
て
育
て
ま

す
」
と
、
戸
惑
い
つ
つ
も
力
強
く
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
「
江
戸
東
京
伝
統
野
菜
研
究

会
」
の
大
竹
代
表
か
ら
足
立
の
農
業
の
歴
史
と
千

住
ネ
ギ
の
歴
史
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
、
種

ま
き
を
控
え
る
児
童
は
集
中
し
て
大
竹
代
表
の
話

を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
種
ま
き
で
は
、
用
意
さ
れ

た
プ
ラ
ン
タ
ー
に
畝
を
つ
く
り
、
農
業
委
員
の
指

導
の
も
と
種
の
ま
き
方
に
注
意
し
な
が
ら
一
粒
一

粒
、
丁
寧
に
ま
き
ま
し
た
。
こ
の
種
は
児
童
が
日

常
の
管
理
を
行
い
、
学
校
が
夏
休
み
の
間
は
児
童

や
教
員
が
交
代
で
水
や
り
な
ど
の
世
話
を
し
、
９

月
中
に
は
、
元
気
に
育
っ
た
苗
を
学
校
の
畑
に
定

植
す
る
作
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　農業委員会は、農地関連法に基づく法令業務や農業振

興に関する様々な活動を行っています。平成29年度に審

議・処理等を行った主な法令業務は、次のとおりです。

　

農
業
委
員
会
は
、
各
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
千
住
ネ
ギ
」
の
栽
培
に
お
い
て
、
授
業
に
参
加

し
、
子
ど
も
た
ち
や
教
員
に
直
接
栽
培
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
、
定
期
的
に
生
育
状
況
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
各
学
校
と
も
取
組
む
様
子
は
様
々
で
、
生
育

状
況
を
日
々
記
録
し
た
り
、
収
穫
し
た
ネ
ギ
を
調

理
実
習
で
子
ど
も
た
ち
自
ら
調
理
、
試
食
し
て
い

る
学
校
も
あ
り
、
農
業
委
員
か
ら
見
て
も
、
と
て
も

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
栽
培
す
る
喜

び
や
、
次
の
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
、
ネ
ギ
の
生

育
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

江
戸
東
京
野
菜

「
千
住
ネ
ギ
」
栽
培
授
業

生産緑地関係

権利移動関係

相 続 関 係

農地転用関係

審議 ・処理 内容 件数 面積（㎡）

1,222.00

46,612.59

11,138.77

2,898.00

2,456.00

31,664.24

30,818.40

2

20

9

1

2

65

94

適格者証明書発行

特例農地等における３年毎の農業経営継続証明発行

農業の主たる従事者についての証明書発行

３条申請（農地の賃借・売買）許可

３条の３届（相続による農地取得）受理

４条届（自己転用）受理

５条届（所有者等移転）受理

農業委員会審議・処理件数を報告します

相 続 税 等

納税猶予関係

西伊興小学校では初めての

「種の伝達式」が実施され、

荒堀農業委員会会長から５

年生へ「千住ネギ」の種が

手渡されました。

農業委員が畝のつくり方や

種のまき方を実演し、児童

は熱心にその様子を見てい

ました。
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今
年
も
異
常
気
象
で
す
ね
・
・
・
本
当
に
暑
い
。

毎
年
、
こ
の
言
葉
を
使
う
の
が
当
た
り
前
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
日
本
列
島
。

　

各
地
で
集
中
豪
雨
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
が

出
て
い
ま
す
。

　

７
月
24
日
（
火
）
に
鹿
浜
の
鹿
濱
德
雄
さ
ん
ご

夫
婦
の
圃
場
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

鹿
濱
さ
ん
は
、
足
立
区
の
伝
統
野
菜
で
あ
る
ツ

マ
モ
ノ
（
ム
ラ
メ
、
ツ
ル
ナ
、
ア
ユ
タ
デ
、
ナ
ノ

ハ
ナ
、
メ
カ
ブ
）
の
栽
培
技
術
を
継
承
し
、
築
地

市
場
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
德
雄
さ
ん
と
奥
さ
ん

の
眞
美
さ
ん
の
２
人
で
、
露
地
と
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

８
棟
の
約
３
反
の
農
地
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
濱
さ
ん
が
就
農
し
た
当
時
、
ツ
マ
モ
ノ
と
言

え
ば
高
級
野
菜
で
あ
り
、
バ
ブ
ル
期
前
は
ア
サ
ツ

キ
栽
培
が
好
調
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
時

代
も
長
く
は
続
か
ず
、
約
20
年
前
に
万
能
ネ
ギ
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ツ
マ
モ
ノ
栽
培
に
は
自
然
や
景
気
に
左
右
さ
れ

る
面
白
み
が
あ
り
ま
す
が
、
次
第
に
安
定
し
た
経

営
が
一
番
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

鹿
濱
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
す
ぐ
に
22
歳
で
就

農
さ
れ
ま
し
た
。
就
農
と
同
時
に
Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ

イ
ル
足
立
地
区
青
壮
年
部
へ
入
部
さ
れ
、
現
在
は

Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
地
区
資
産
管
理
研
究
会
、

町
会
役
員
、
押
部
神
社
総
代
、
東
京
都
私
立
中
学

高
等
学
校
父
母
の
会
中
央
連
合
会
会
長
そ
し
て
第

23
期
農
業
委
員
と
し
て
、
未
来
の
子
供
た
ち
の
指

導
や
地
域
農
業
の
発
展
の
た
め
精
力
的
に
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
鹿
濱
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
活
躍
が
認
め

ら
れ
、
ご
夫
婦
で
平
成
26
年
度
に
東
京
都
農
業
会

議
か
ら
「
第
54
回
企
業
的
農
業
経
営
者
顕
彰　

全

国
農
業
会
議
所
会
長
賞
・
東
京
都
農
業
会
議
会
長

賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
は
認
定
農
業
者
と
し
て
認
定
を

受
け
、
限
ら
れ
た
経
営
耕
地
の
中
、
施
設
の
最
大

利
用
に
よ
り
効
率
的
な
土
地
利
用
と
労
力
の
軽
減

を
図
り
つ
つ
、
病
害
虫
防
除
体
制
を
確
立
し
、
ツ

マ
モ
ノ
の
市
場
出
荷
を
基
幹
と
し
た
経
営
を
図
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
休
日
が
不
規
則
で
あ
る
た
め
、

役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
完
全
週
休
二
日

制
の
導
入
な
ど
を
目
標
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
は
、
「
都
市
農
業
活
性
化
補
助

事
業
」
を
利
用
し
て
、
三
棟
の
巻
き
上
げ
式
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
を
導
入
し
ま
し
た
。
施
設
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
安
定
し
た
栽
培

管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
息
子
さ
ん
が
近
々
就
農
予
定
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
ツ
マ
モ
ノ
栽
培
を
継
承
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
笑
み
を
こ
ぼ
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。

　

今
後
も
、
足
立
の
伝
統
野
菜
で
あ
る
ツ
マ
モ
ノ

を
継
承
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
編
集
：
宇
佐
美　

一
彦
）

　　

農
業
委
員
会
で
は
、
９
月
13
日
（
木
）
か
ら
10

月
12
日
（
金
）
ま
で
を
『
農
地
管
理
推
進
月
間
』

と
設
定
し
、
農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
主
に
生
産
緑
地
を
中
心
に

調
査
し
ま
す
。
調
査
対
象
以
外
の
農
地
に
つ
い
て

も
、
農
業
委
員
が
農
地
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
把

握
す
る
た
め
、
農
地
管
理
推
進
月
間
を
中
心
に
見

回
り
を
実
施
し
ま
す
。

　

農
業
者
の
皆
様
に
は
、
農
地
管
理
推
進
月
間
中

の
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

認
定
農
業
者
紹
介

農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
す

圃場での作業の様子。ムラ

メ栽培について詳しくお話

ししていただきました。

鹿濱德雄 さん
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Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
が
運
営
す
る
農
産
物
直
売

所
「
あ
だ
ち
菜
の
郷
」
が
オ
ー
プ
ン
１
周
年
を
迎

え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
５
月
26
日
（
土
）
に
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
と
同
時
に
開
催

さ
れ
、
あ
だ
ち
菜
パ
ス
タ
の
販
売
や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣

り
な
ど
の
屋
台
に
子
供
達
も
多
く
駆
け
つ
け
、
明

る
い
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。
区
内
産
農
産
物
の

販
売
コ
ー
ナ
ー
は
販
売
開
始
か
ら
多
く
の
方
が
来

場
さ
れ
、
用
意
し
た
整
理
券
300
枚
が
無
く
な
っ
て

し
ま
う
ほ
ど
で
、
最
終
的
に
3,149
点
を
販
売
し
ま
し

た
。
ま
た
、
足
立
区
の
友
好
都
市
で
あ
る
栃
木
県

鹿
沼
市
か
ら
鹿
沼
こ
ん
に
ゃ
く
が
、
新
潟
県
魚
沼

市
Ｊ
Ａ
か
ら
お
米
や
花
、
加
工
品
な
ど
地
元
の
特

産
品
が
そ
れ
ぞ
れ
出

品
さ
れ
、
と
て
も
盛

況
で
し
た
。
足
立
区

役
所
か
ら
は
衛
生
部

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

健
康
づ
く
り
課
が
体

組
成
測
定
ブ
ー
ス
を

開
設
し
、
健
康
状
態

を
基
に
、
野
菜
を
食

べ
る
こ
と
の
大
切
さ

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

あ
だ
ち
菜
の
郷
は
、

こ
の
一
年
間
、
順
調

に
売
り
上
げ
を
伸
ば

し
、
近
隣
に
住
む
区

民
の
方
々
の
心
を
つ

か
ん
で
き
ま
し
た
。

朝
出
荷
し
た
農
産
物

が
昼
過
ぎ
に
は
売
り

切
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
ほ
ど
の
人
気

で
す
。
イ
ベ
ン
ト
来
場
者
の
中
に
は
、
「
普
段
は

い
つ
営
業
し
て
い
る
の
？
」
と
聞
く
方
も
多
く
、

集
客
ア
ッ
プ
の
チ
ャ
ン
ス
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　
「
取
れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
を
食
べ
た
い
！
」
と

い
う
お
客
さ
ん
の
声
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た

一
日
で
し
た
。

　

な
お
、
「
あ
だ

ち
菜
の
郷
」
の
営

業
日
は
月
、
水
、

金
、
土
の
週
４
日
、

午
前
10
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
、
売

切
れ
次
第
終
了
で

す
（
祝
日
及
び
年

末
年
始
は
休
業
し

ま
す
）
。

　

５
月
23
日
（
水
）
に
Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
支

店
に
て
、「
足
立
区
農
業
生
産
者
ク
ラ
ブ
総
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
当
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
務
め
ら
れ
た

石
鍋
正
義
さ
ん
（
六
町
）
が
ご
勇
退
さ
れ
、
総
会

に
お
い
て
新
た
に
國
井
幹
雄
さ
ん
（
西
保
木
間
）

が
理
事
の
互
選
に
よ
り
会
長
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
及
び
今
年
度

の
事
業
計
画
が
審
議
さ
れ
る
と
と
も
に
、
10
月
20

日
（
土
）
の
「
秋
の
収
穫
祭
」
及
び
12
月
1
日
（
土
）

の
「
光
の
祭
典
」
に
お
い
て
、
農
産
物
を
出
品
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
生
産
者
ク
ラ
ブ
の

事
業
活
動
に
引
き
続
き
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
國
井
新
会

長
を
中
心
と
し
た

今
後
の
事
業
活
動

に
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
生
産
者

ク
ラ
ブ
会
員
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
農
業
委

員
会
活
動
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま

す
。

あ
だ
ち
菜
の
郷
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

足
立
区
農
業
生
産
者
ク
ラ
ブ
の
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

宇佐美部会長の掛け声で元気に始まりました。

農産物販売は大変好評でした。

友好都市の物産品販売も盛況！

総会で挨拶する荒堀農業委員会会長
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「
第
47
回
足
立
区
春
花
品
評
展
示
会
」
が
３
月

７
日
（
水
）
～
８
日
（
木
）
区
役
所
中
央
館
１
階

区
民
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
品
評
展
示
会
で
は
、
多
数
の
花
苗
や
区

の
花
で
も
あ
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
出
品
さ
れ
、
展

示
会
場
は
73
点
の
色
と
り
ど
り
の
花
で
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

品
評
会
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
方
で
す
。

　

「
第
54
回
足
立
区
夏
花
品
評
展
示
会
」
が
６
月

13
日
（
水
）
～
14
日
（
木
）
区
役
所
中
央
館
１
階

区
民
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

品
評
会
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

　

ま
た
、
２
日
目
の
６
月
14
日
（
木
）
に
は
、
Ｊ

Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
花
卉
部
会
に
よ
る
、
展
示

品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

売
上
金
の
一
部
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ

れ
る
予
定
で
す
。

並
　
木
　
一
　
重
（
一
ツ
家
）

　
　
　

パ
ン
ジ
ー　

ク
リ
ア
Ｍ
ｉ
ｘ

榎
　
本
　
紋
　
子
（
扇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
レ
ネ　

ピ
ン
ク
パ
ン
サ
ー

西
　
山
　
　
　
勇
（
江
北
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

カ
ラ
ー　

白

内
　
田
　
和
　
子
（
興
野
）

　
　
　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ(

鉢)
 

リ
ン
フ
ァ
ン
ダ
マ
ー
ク

松
　
川
　
重
　
子
（
江
北
）

　
　
　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ(

鉢)
 

　

プ
リ
テ
ィ
ウ
ー
マ
ン

東
京
都
知
事
賞　
　
　
　
　
　
　
　

　
並
　
木
　
秀
　
郎
（
一
ツ
家
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
々
草　

タ
イ
タ
ン
Ｍ
ｉ
ｘ

足
立
区
長
賞

　
西
　
山
　
敏
　
雄
（
江
北
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

輪
菊　

ス
ー
パ
ー
イ
エ
ロ
ー

足
立
区
議
会
議
長
賞

　
榎
　
本
　
雅
　
予
（
扇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ケ
イ
ト
ウ　

キ
モ
ノ

足
立
区
農
業
委
員
会
会
長
賞

　
横
　
井
　
浅
　
雄
（
扇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
菊　

春
風

東
京
ス
マ
イ
ル
農
業
協
同
組
合
長
賞

　
内
　
田
　
和
　
子
（
興
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　

ガ
ク
ア
ジ
サ
イ　

ブ
ル
ー
ス
カ
イ

東
京
都
農
業
改
良
普
及
事
業
協
議
会
会
長
賞

　
江
　
川
　
哲
　
男
（
西
新
井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
ヤ
ト
リ
ス

東
京
都
花
卉
園
芸
組
合
連
合
会
会
長
賞

　
西
　
山
　
照
　
代
（
江
北
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黄
小
菊　

ま
な
び

足
立
区
観
光
交
流
協
会
会
長
賞

　
榎
　
本
　
晴
　
夫
（
扇
）

　
　

 
 
 
 

　

 
 

ア
ン
ゲ
ロ
ニ
ア

セ
レ
ニ
ー
タ

ブ
ル
ー

東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
花
卉
部
会
長
賞

　
内
　
田
　
宏
　
之
（
興
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
菊　

か
ん
ざ
し

　

さ
ら
に
は
、
二
等
賞
８
点
、
三
等
賞
15
点
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

優
秀
賞

優
良
賞

第
47
回
足
立
区
春
花
品
評
展
示
会

第
47
回
足
立
区
春
花
品
評
展
示
会

第
54
回
足
立
区
夏
花
品
評
展
示
会

第
54
回
足
立
区
夏
花
品
評
展
示
会
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Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
主
催
、
区
後
援
に
よ
る

「
第
50
回
足
立
区
農
産
物
共
進
会
」
が
、
６
月
23

日
（
土
）
Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
支
店
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
野
菜
類
212
点
、
花
卉
類
44

点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
上
位
に
入
賞
さ
れ
た
方
々
は
次

の
方
々
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

６
月
１
日
（
金
）
に
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
受
講
生
は

15
名
で
す
。
講
座
で
は
ト
マ
ト
の
芽
か
き
、
キ
ュ

ウ
リ
の
収
穫
、
キ
ク
の
出
荷
作
業
、
農
薬
使
用
の

実
習
な
ど
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

最
近
10
年
の
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
績
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。　

（
人
数
は
延
べ
人
数
）

　

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
事
ぶ
り
は
大
変
好
評

で
、
派
遣
依
頼
数
は
毎
年
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
時
期
に
よ
っ
て
は
、
派
遣
の
ご
依
頼

に
お
応
え
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

農
業
振
興
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
園
児
や
児
童
が
野
菜
の
収

穫
な
ど
の
農
業
体
験
学
習
を
古
千
谷
本
町
体
験
学

習
農
園
の
ほ
か
、
協
力
農
家
の
圃
場
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　

実
施
校
か
ら
は
、
「
給
食
で
児
童
が
ど
の
よ
う

な
野
菜
が
入
っ
て
い
る
か
を
注
目
し
て
食
べ
る
よ

う
に
な
っ
た
」
「
食
や
野
菜
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

給
食
で
使
用
さ
れ
て
い
る
野
菜
や
果
物
を
図
鑑
で

調
べ
た
り
し
て
い
た
」
な
ど
嬉
し
い
感
想
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
実
施
し
た
農
業
体
験
学
習
事
業
の
協
力

農
家
数
・
参
加
者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。
協
力

い
た
だ
い
た
農
家
の
皆
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
第
21
回
夏
花
立
毛
品
評
会
】　
　

（
敬
称
略
）

特
等
賞
　
足
立
区
長
賞

　
西
　
山
　
敏
　
雄
（
江
北
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
菊　

小
波

【
第
88
回
青
壮
年
部
立
毛
品
評
会
】　
　
　
　

（
敬
称
略
）

一
等
賞

　
青
　
木
　
誠
　
一
（
青
井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
マ
ト　

桃
太
郎
セ
レ
ク
ト

農
林
水
産
大
臣
賞

　
荒
　
堀
　
剛
　
史
（
栗
原
）　

ム
ラ
メ

東
京
都
知
事
賞

　
並
　
木
　
一
　
重
（
一
ツ
家
）
日
々
草

足
立
区
長
賞

　
宝
　
谷
　
文
　
江
（
栗
原
）　

ツ
ル
ナ

農
産
物
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

農
業
体
験
学
習
事
業

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
花
卉
部
会

　
　
　
　

・
青
壮
年
部
立
毛
品
評
会　

農業ボランティア派遣実績（過去10年間）

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

902

1 1 9 9

1 0 0 1

1 0 0 8

1 2 7 1

1 7 4 9

2 1 3 1

2 4 6 3

2 8 4 4

3 1 5 8

派遣人数（人）年　度

協力農家数　　　13（農業者）

体験校・園等　　70 校（園）

児童・園児等　　延 5,602 人
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こ
の
た
び
は
、
鹿
濱
さ
ん
の
圃
場
を
取
材
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広
報
委
員
の
取
材
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

都
市
農
地
は
、
地
産
地
消
、
防
災
環
境
面
で
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
野
菜
の

命
だ
け
で
な
く
人
の
命
を
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

一
農
家
と
し
て
、
ま
た
農
業
委
員
と
し
て
、
都

市
農
業
発
展
の
た
め
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
広
報
委
員
：
宇
佐
美　

一
彦
）

　

農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員
会

系
統
組
織
が
発
行
し
て
い
る
専
門
誌
で
す
。

　

農
業
従
事
者
だ
け
で
な
く
、
家
族
全
員
で
楽
し

め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
購
読

く
だ
さ
い
。

●
発
行
日　

毎
週
金
曜
日

●
購
読
料　

700
円
／
月
（
送
料
・
税
込
）

●
お
申
し
込
み
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

﹇
編
集
後
記
﹈

　

収
益
性
の
高
い
農
業
展
開
に
必
要
な
施
設
整
備

等
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

農
地
の
持
つ
防
災
や
環
境
保
全
な
ど
の
多
面
的

機
能
を
よ
り
発
揮
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

に
配
慮
し
た
基
盤
整
備
に
よ
り
、
貴
重
な
都
市
農

地
の
保
全
を
図
る
事
業
で
す
。

　

市
街
化
区
域
に
お
い
て
、
農
家
所
有
の
宅
地
等

を
農
地
と
し
て
整
備
す
る
た
め
の
支
援
を
行
い
、

積
極
的
に
農
地
の
創
出
を
図
る
こ
と
で
、
農
地
の

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事

業
で
す
。

　

東
京
都
で
は
農
産
物
に
含
ま
れ
る
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
134
・
137
を
定
期
的
に
検
査
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
区
内
産
の
野
菜
に
つ
い
て
、
都
農
林

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た
検
査
（
平
成
30
年

５
月
18
日　

ネ
ギ
（
ワ
ケ
ネ
ギ
）　

施
設
栽
培
）

の
結
果
、
セ
シ
ウ
ム
134
・
137
ど
ち
ら
も
検
出
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

※

農
産
物
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
基
準
値
は
、
セ

シ
ウ
ム
134
と
137
の
合
計
が
100 

 

／
㎏
以
下
で
す
。

　

ど
の
事
業
も
、
詳
細
は
農
業
振
興
係
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

東
京
都
補
助
事
業
の
ご
案
内

「
都
市
農
地
保
全
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
都
市
農
業
活
性
化
支
援
事
業
」
（
認
定
農
業
者
の
み
）

「
農
地
の
創
出
支
援
事
業
」

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
感
想
や
今
後
取
り

上
げ
て
ほ
し
い
記
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
業
振
興
係
）
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

℡
（
３
８
８
０
）
５
８
６
６<

直
通>

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

【補 助 率】3/4 以内

【募集予定】

　２０１９年４月頃

　（翌２０２０年度施工分）

【内　　容】

防災兼用井戸・土留め・フェンス・

簡易直売所・防薬シャッターの整

備等が可能。

・建築物等解体処分費用の一部、

　除礫、深耕、客土等、農地利用

　に必要な整備等が可能。

・最低限１a以上

・整備後、８年間以上営農するこ

　と。

・生産緑地指定が前提

パイプハウス等生産施設・農業

用機械・栽培関連施設等の整備

が可能。

【補 助 率】

　1/2 以内（2/3 以内への上乗

　せ措置あり）

【募集予定】

　２０１９年４月頃

　（翌２０２０年度施工分）

【内　　容】

【補 助 率】1/2 以内

【募集予定】

　２０１９年４月頃

　（翌２０２０年度施工分）

【内　　容】

こちらの事業は認定農業者で

なくても活用できます。

原則、３人以上の認定農業者

組織での申請が必要です。

こちらの事業は認定農業者で

なくても活用できます。

農
産
物
の
放
射
性
物
質
検
査
状
況

全
国
農
業
新
聞
定
期
購
読
の
ご
案
内

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…


